
な
ぜ
大
量
出
血
や
止
血
等
の
処
置

を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
の
？

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
と
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
係
に

つ
い
て

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
と
は
？

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
、
人
の
血
液
の

成
分
を
原
料
と
し
た
医
薬
品
の
一
種
で

す
。
大
量
出
血
時
の
止
血
等
の
目
的
で
、

特
に
昭
和
63
年
６
月
以
前
に
は
多
く
の
医

療
機
関
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
が
用
い
ら
れ
て

い
た
当
時
、
そ
の
原
料
に
混
入
し
た
肝
炎
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雲
南
市
で
は
平
成
16
年
12
月
１

日
付
け
で
、
140
名
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
方
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
対
す
る
生
活
相
談
や
援

助
活
動
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
住
民

の
か
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
担
当
地
区
は
次
の
通
り
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
敬
称
略
）

大
東
町

大
久
保
壽
（
光
・
東
町
北
・
東
町

上
・
東
町
下
・
東
町
南
）、
鳥
谷
尚
子

（
上
町
・
中
町
）、
川
上
朋
良
（
西
本

町
・
神
田
町
・
北
町
）、
山
本
　
勉
（
南

本
町
・
本
町
）、
佐
々
木
國
夫
（
西
町
・

大
木
原
）、
遠
藤
保
夫
（
越
戸
・
古
城
・

織
部
）、
黒
目
福
子
（
田
中
下
・
田
中

上
・
グ
ラ
ン
デ
１
・
グ
ラ
ン
デ
２
・
グ
ラ

ン
デ
３
）
、
岩
田
　
寛
、
福
間
祟
郎

（
新
庄
西
・
新
庄
東
・
新
庄
南
・
グ
ラ
ン

デ
４
・
グ
ラ
ン
デ
５
）、
山
本
隆
慶
（
清

田
・
金
成
上
・
金
成
下
）、
岩
田
利
弘

（
泉
谷
・
柿
坂
）、
山
本
　
勇
、
佐
藤

英
（
駅
前
）、
上
代

之
（
上
組
・
宮
ノ

下
・
中
組
・
下
組
・
メ
ゾ
ン
春
殖
・
向

島
）、
錦
織
弘
秀
（
横
町
・
本
町
・
上

ゲ
・
馬
田
寺
・
山
王
・
越
前
・
針
江
）、

門
脇
　
勝
（
荒
井
町
・
城
之
越
・
馬

場
・
高
峰
・
松
尾
）、
門
脇
　
幹
（
下

鵯
・
芦
谷
・
鵯
・
畑
）、
山
崎
恒
義
（
奥

遠
所
・
中
遠
所
・
下
遠
所
）、
渡
部
美
代

子
（
宮
ノ
谷
・
宮
内
谷
・
西
谷
・
中
組
・

石
井
組
・
下
組
）、
武
田
　
宏
（
上
組
・

上
仁
和
寺
・
本
岩
根
・
中
岩
根
・
九
量
・

西
廻
）、
白
根
三
代
子
（
尾
崎
・
郡
家
・

山
根
口
・
大
多
和
）、
藤
原
哲
郎
（
上
原

口
・
中
原
口
・
下
原
口
・
前
原
一
・
前
原

ニ
）、
森
山
勝
美
（
陰
地
・
日
南
・
峰
・

本
郷
・
若
木
・
師
弟
）、
田
中
　
澄
（
川

筋
・
後
谷
・
神
代
・
表
佐
世
）、
布
野
修

次
（
杉
谷
・
潤
谷
・
狩
山
・
城
山
）、
加

藤
修
二
（
中
筋
・
原
口
・
芹
谷
・
グ
ラ
ン

デ
６
）、
細
木
照
子
（
免
別
・
半
戸
・
宮

下
・
宮
上
）、
内
田
光
具
（
清
久
上
・
清

久
下
・
西
の
宮
）、
佐
々
木
美
智
子
（
東

上
・
宮
内
・
上
市
場
・
福
富
・
メ
ゾ
ン
阿

用
・
明
賀
谷
・
中
盛
・
下
岡
）、
朝
日
照

男
（
横
手
谷
・
掛
屋
・
三
峠
・
川
西
・
柿

の
本
）、
藤
原
夫
季
子
（
太
聖
・
日
向
・

大
井
・
長
谷
・
下
区
）、
新
田
清
枝
（
上

組
・
段
原
・
中
組
・
殿
居
敷
・
下
組
）、

岸
野
顯
壽
（
山
王
寺
本
郷
・
和
野
）、
塩

野
堯
子
（
薦
沢
・
引
坂
）、
岡
田
圓

（
須
賀
・
八
所
）、
新
田
英
夫
（
北
村
・

南
村
）、
野
々
村
秀
雄
（
飛
石
・
温
泉
・

室
谷
・
中
屋
）、
石
原
道
雄
（
小
河
内
・

刈
畑
・
森
木
・
奥
山
）、
立
脇
　
美
（
塩

田
）、
安
井
一
男
（
笹
谷
・
箱
淵
）

加
茂
町

石
原
智
愛
（
立
原
）、
佐
藤
キ
ミ
コ
（
近

松
・
南
大
西
）、
黒
田
榮
三
（（
旧
）
立

石
・
北
大
西
・
上
町
・
中
町
・
本
町
・
新

町
）、
土
江
　
豊
（
旭
町
・
栄
町
・
外
原

町
・
コ
ー
ポ
キ
フ
ネ
）、
松
浦
敏
雄
（
前

廻
田
・
奥
廻
田
・
東
町
・
若
月
団
地
）、

田
中
國
夫
（
中
村
上
・
中
村
中
・
中
村

団
地
）、
熱
田
知
江
子
（
中
村
下
・
加
茂

中
団
地
・
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
ク
加
茂
）、
稻

田
敏
秋
（
グ
ラ
ン
加
茂
・
南
加
茂
東
・

西
・
飯
の
木
）、
西
　
絢
子
（
宇
治
団

地
・
宇
治
亀
山
団
地
・
宇
治
上
・
東
・

北
・
才
明
寺
）、
鍔
木
尚
子
（
神
原
東
・

西
・
松
の
前
・
メ
ゾ
ン
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
）、
奈
良
井
陽
子
（
高
見
・
愛
宕
）、

菊
地
敏
雄
（
段
部
・
岡
・
下
神
原
）、
荒

木
千
鶴
子
（
大
竹
上
・
下
）、
平
井
末
美

（
延
野
・
大
崎
・
猪
尾
）、
浅
津
三
千
男

（
中
山
団
地
）、
原
　
幸
子
（
岩
倉
・
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主
任
児
童
委
員
　
（
敬
称
略
）

大
東
町

松
村
俊
子
、
森
山
友
惠
、
佐
藤
幸
子

加
茂
町

内
田
慶
子
、
坂
田
久
子

木
次
町

山
根
勝
江
、
細
木
令
子

三
刀
屋
町

佐
藤
孝
子
、
瀧
　
靖
子

吉
田
町

小
田
芳
枝
、
岩
田
範
子

掛
合
町

和
田
典
子
、
岡
田
　
稔

畑
・
東
谷
北
）、
窪
田
英
脩
（
星
野
・
東

谷
々
・
東
谷
南
・
東
谷
団
地
）、
山
　
峯

夫
（
昭
和
　
砂
子
原
全
区
）

木
次
町

廣
澤
和
美
（
1-1
・
1-2
・
1-3
・
2-2
・
４
・
澄

水
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
き
す
き
）、
青
砥
醇
子

（
2-1
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
ベ
ル
ポ
ー
ト

八
日
市
）、
高
野
恒
芳
（
８
・
９
・
10
・

11
・
12
・
13
・
14
）、
細
木
榮
悦
（
15
・

16
・
17
・
18
・
19
・
20
・
21
）、
谷
岡
美
榮
子

（
22
・
23
・
24
・
25
・
26
）、
安
部
明
義

（
28
・
29
・
30
・
桜
が
丘
・
塔
の
村
）、
田
部

登
（
共
和
南
・
浜
が
丘
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
浜

が
丘
）、
杉
原
　
儀
（
菟
原
・
里
熊
・
里

方
県
宿
舎
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
八
本
杉
）、
木

村
　
宰
（
中
組
・
共
和
・
里
方
住
宅
）、

武
田
　
章
（
朝
日
・
促
進
住
宅
・
促
進

東
・
朝
日
が
丘
）、
細
木
宣
興
（
北
側
・

上
口
・
浜
谷
）、
郷
原
千
恵
子
（
新
市

上
・
新
市
中
）、
芝
原
章
司
（
新
市
下
・

東
上
　
東
下
）、
錦
織
喜
美
江
（
下
熊
谷

上
１
・
２
・
３
・
下
熊
谷
下
１
・
２
）、
渡

部
靜
子
（
下
熊
谷
下
３
・
４
・
県
宿
舎
・

住
宅
）、
鐘
撞
知
幸
（
芦
原
・
瀬
の
谷
・

引
野
・
大
島
）、
石
原
善
雄
（
久
の
元
・

水
谷
・
能
間
・
案
内
）、
廣
澤
　
正
（
吉

井
上
・
吉
井
下
・
中
の
段
１
・
２
・
正
理
）、

堀
谷
　
好
（
東
大
谷
・
天
殿
・
小
川
上
）、

藤
原
　
勉
（
坂
本
口
・
万
場
）、
板
持
征

男
（
川
上
上
・
川
上
下
・
大
川
上
・
大
川

下
・
駅
前
）、
上
野
城
功
（
新
殿
・
古

殿
・
井
戸
・
上
宇
山
・
下
宇
山
・
城
角
）、

爲
石
正
三
（
本
谷
上
・
本
谷
中
・
本
谷

下
・
中
谷
上
・
中
谷
下
）、
川
角
ア
キ
ヨ

（
上
槻
・
下
槻
）、
西
村
光
弘
（
東
・
前

側
・
漆
仁
）、
鳥
谷
榮
子
（
門
・
野
谷
・

石
・
山
方
・
大
原
・
石
壷
）

三
刀
屋
町

景
山
眞
一
（
五
反
田
・
滝
谷
・
成
畑
・
上

萱
原
・
萱
原
住
宅
・
西
の
原
団
地
）、
内

田
　
之
（
下
萱
原
上
・
横
町
上
・
横
町
・

畑
ヶ
中
・
上
町
）、
古
田
明
義
（
下
萱
原

中
・
中
町
・
下
町
）、
星
野
惠
美
子
（
駅

前
・
旭
町
・
旭
町
若
者
住
宅
）、
山
本
美

恵
子
（
三
谷
・
地
王
・
基
町
住
宅
・
教

員
・
高
校
住
宅
）、
錦
織
　
男
（
東
町
・

下
熊
谷
・
梅
ヶ
丘
・
三
刀
屋
団
地
）、
須

山
紀
和
（
上
給
下
・
宮
谷
・
上
給
下
団

地
）、
古
　
恭
子
（
中
給
下
・
八
幡
・
馬

場
）、
坂
本
美
和
子
（
若
宮
・
伊
萱
上
・

寺
谷
・
下
谷
）、
槇
原
富
　
（
後
谷
・
屋

内
・
大
谷
）、
木
次
尚
明
（
前
谷
・
古
城

後
谷
・
下
口
・
尾
崎
・
古
城
若
者
住
宅
・

古
城
住
宅
）、
高
尾
正
治
（
上
ノ
段
１
・

上
ノ
段
２
・
市
場
・
峠
）、
高
尾
　
尚

（
上
口
・
中
口
・
森
谷
・
大
倉
）、
松
谷
由

美
子
（
下
口
・
粟
谷
郷
・
粟
谷
谷
）、
石

原
寛
己
（
上
乙
多
田
・
下
乙
多
田
・
坂
本

郷
・
南
側
・
桧
杉
谷
）、
名
原
和
穗
（
鳥

槇
・
深
谷
・
加
食
田
郷
・
粟
原
・
禅
定
）、

妹
尾
利
明
（
浜
・
大
塚
・
井
儀
・
下
宮

内
・
殿
河
内
・
太
田
・
明
石
・
御
城
山
・
成

木
下
津
原
）、
石
飛
利
夫
（
作
り
石
・
前

根
波
・
後
根
波
）、
今
岡
ク
ニ
子
（
里
坊

畑
・
郷
・
後
）、
清
水
早
苗（
神
代
・
六
重
）、

名
原
キ
ヨ
子
（
紙
屋
・
堂
々
・
宮
畑
）、

三
浦
洋
一
（
下
谷
・
須
所
・
坂
本
森
谷
）

吉
田
町

藤
原
文
雄
（
芦
谷
・
杉
戸
・
梅
木
）、
金

山
清
光
（
菅
谷
・
高
殿
・
川
尻
）、
白
築

和
子
（
大
吉
田
・
宇
山
・
民
谷
）、
神
田

秀
雄
（
上
町
・
下
町
）、
和
泉
重

（
川

原
町
）、
川
角
京
子
（
曽
木
・
上
山
）、
陶

山
政
昭
（
深
野
・
川
手
）

掛
合
町

小
瀧
一
範
（
上
町
・
中
町
・
下
町
・
西

側
）、
清
水
武
子
（
上
佐
中
・
中
佐
中
・

下
佐
中
・
警
察
官
住
宅
・
N
T
T
住

宅
）、
藤
原
峯
子
（
川
上
・
井
原
谷
・
大

向
・
平
岩
・
平
岩
住
宅
・
穴
見
谷
）、
佐

藤
幸
枝
（
郡
・
緑
ヶ
丘
・
緑
ヶ
丘
団

地
・
中
郡
住
宅
・
下
郡
住
宅
）、
藤
原
治

子
（
十
日
市
・
松
尾
・
金
原
・
大
志
戸
・

奥
明
・
西
谷
）、
小
畑
　
猛
（
上
多
根
・

中
多
根
・
萱
野
）、
早
水
信
男
（
下
多

根
・
志
食
・
舟
津
　
長
迫
）、
白
築
和
子

（
菅
原
・
保
関
谷
・
大
谷
・
矢
谷
・
中

組
）、
景
山
美
紀
子
（
下
組
・
北
迫
・
滝

谷
）、
本
間
勇
作
（
上
刀
根
・
下
刀
根
・

宮
内
・
朝
原
　
福
田
）、
瀬
尾
武
久
（
柄

栗
・
郷
・
小
原
・
成
・
田
上
）、
古
家
万

範
（
栄
町
・
中
町
・
新
町
・
元
上
町
・
上

町
・
T
I
波
多
）、
藤
原
　
朗
（
本
谷
・

宮
崎
・
竹
之
尾
・
出
来
山
・
八
重
滝
）、

神
田
邦
昭
（
寺
谷
上
・
寺
谷
下
・
穴
見
）

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受
診
の
呼
び
か
け

島
根
県
木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
雲
南
保
健
所
）

雲
南
市
木
次
町
里
方
５
３
１-

１

０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
３
８

◎
電
話
に
よ
る
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
来
所
相
談
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

事
前
に
電
話
予
約
の
上
、
来
所
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
検
査
料
金

検
査
項
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み
実
施
さ
れ

る
場
合
は
１
、
２
７
０
円
で
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

雲
南
市
役
所
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

肝
炎
相
談
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
お
申
し
込
み
先

（
雲
南
圏
域
分
）

平
成
６
年
以
前
に
、
お
産
や
手
術
な
ど
で
大
量
出
血
し
た
こ
と

の
あ
る
方
、
特
殊
な
疾
患
で
血
が
止
ま
り
に
く
い
場
合
に
止
血
等

の
処
置
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

※1※1

ウ
イ
ル
ス
を
不
活
性
化
す
る
た
め
の
技
術

が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
不
活
性
化
技

術
が
導
入
さ
れ
た
平
成
６
年
以
前
に
同
製

剤
を
投
与
さ
れ
た
方
々
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
一
般
の
方

よ
り
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
型
肝
炎
は
現
在
治
療
法
が
発

展
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
早
期
の
検
査
受
診
が
重
要

で
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
今
ま
で
に
一
度
で
も
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
あ
る
方
は
、
再

度
検
査
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
14
年
度
か
ら
旧
６
町
村
で
実
施
し

て
い
る
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
を
受
け

ら
れ
た
方
も
、
再
度
検
査
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
６
年
以
前
に
治
療
を
受
け
、
次
の

①
〜
⑤
に
該
当
さ
れ
た
方

①
妊
娠
中
又
は
出
産
時
に
大
量
の
出
血
を

さ
れ
た
方

②
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受
け

た
方

③
食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消
化
器
系
疾
患
、

外
傷
な
ど
に
よ
り
大
量
の
出
血
を
さ
れ

た
方

④
が
ん
、
白
血
病
、
肝
疾
患
な
ど
の
病
気

で
「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘
を

受
け
た
方

⑤
腎
結
石
・
胆
石
除
去
等
、
血
が
止
ま
り

に
く
い
部
分
の
止
血
な
ど
の
特
殊
な
治

療
を
受
け
た
方

【
Ｃ
型
肝
炎
と
は
？
】

Ｃ
型
肝
炎
と
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る

肝
炎
で
、
肝
臓
病
（
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
）
患
者
の
８
割

が
こ
の
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感

染
し
て
い
て
も
自
覚
し
な
い
ま
ま

進
行
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な

っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
恐
ろ

し
い
も
の
で
す
。

雲
南
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
紹
介

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

1




